
 

 
 

 

 

 

 

 

 

適切な救命処置により尊い命が救われました 

～ 港北消防署長から感謝状を贈呈します ～ 
 

港北区内で発生した救急事案において、心肺停止状態となった方に対して、その場に

居合わせた２名の方が、迅速かつ適切な救命処置を行い、尊い命が救われました。 

この勇気ある行動に対し、港北消防署長より感謝状を贈呈いたします。 

 

１ 感謝状贈呈式 

(1)日時 

  令和７年９月８日（月） 

   13時30分から14時00分まで 

 

(2)会場 

  港北消防署２階 会議室 

  港北区大豆戸町26番地１ 

  （港北区役所２階直結） 

  ※ 東急東横線「大倉山駅」下車徒歩７分 

 

２ 被贈呈者 
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３ 救急事案の概要 

令和７年７月７日（月)19時43分頃、港北区内の飲食店において男性客が突然倒れる

事案が発生しました。被贈呈者２名が意識の確認を行ったところ、心肺停止状態だった

ため、直ちに胸骨圧迫を開始するとともに、近隣のパチンコ店に設置されていたＡＥＤ

を用いて電気ショックを１回実施しました。救急隊が現場に到着した際には、男性の自

己心拍が再開しており、その後入院を経て、現在は社会復帰しています。 

 

４ 取材について 

  取材を希望の方は、贈呈式当日の13時15分までに贈呈式会場へお越しください。 

 

 

お問合せ先 

消防局港北消防署総務・予防課長  伊藤 祐貴  Tel 045-546-0119 

令 和 ７ 年 ９ 月 ４ 日 
消 防 局 港 北 消 防 署 

横 浜 市 記 者 発 表 資 料 

東急東横線 大倉山駅 

港北区総合庁舎 

港北区役所 

港北消防署 


